








 
(科学技術教育センターだより) 

研修会・事業の一コマ   ・・・ 研修会の様子＆参加者の声など ・・・ 
○ 小学校３学年「もののおもさと体積」（１月２７日実施） 
◇内  容 新学習指導要領から新たに加わっ

た内容です。「ものの重さと体積」
の学習は、粒子の保存性にかかわる
基本的な見方や概念の育成をねら
いとしています。まず目で見て、手
に持って比較（直接比較）し、はか
りを使って比較（間接比較）します。
はかりを使って数値化することで、
比較しやすいことに気付かせます。 
身の回りにあるいろいろなものを
利用して体感的に調べたり数量化したりする実験を通して、ものの形と
重さ、体積と重さの関係の理解を図る学習について学びました。 
（折り紙も、色によって重さが違うのはご存知ですか。一番重いのは何色でしょう？） 

 
○ 小学校５年生「天気の変化」（２月８日実施） 
◇内  容 新学習指導要領では、「1日の気温の

変化」が 4年生へ移行し、新たに「雲
と天気の変化」が加わりました。ま
ずは、外に出て実際に雲の観察（体
験）を行ってから、天気の予想（問
題解決・生活とのつながり）へと学
習をつなげてほしいと思います。今
年度は天気の変化を学習してから台
風の学習を行っていましたが、23 年
度の教科書では、先に台風を学習し
てから天気の変化を学習することになります。単元の順番が変わってい
ますのでご注意ください。 

 
紹介します！おススメ教材！ 

道具の貸し出しやデータの提供を希望される方は，科学技術教育センター（電話２０－
０２１２）にご連絡ください。 
※センターの教材については、貸し出し期間は原則１週間です。ほかに予約が入ってい
なければ延長することも可能です（要電話連絡）。 

★新規購入！ ～どうぞご利用ください～ 

 

赤外線放射温度計 
小学校 3年生「太陽と地面
の様子」で地面の温度を測
定するのに使います。直接
手を触れずに温度が測れ
ることを生かして、まだま
だ他にも利用法がありそ
うです。  

ガーデンウォッチカム 
（微速度撮影カメラ） 
 時間間隔を設定すると、
自動で撮影を行います。定
点観測に便利です。天気の
変化や天体の動き、植物の
成長の観察などに使えま
す。 



★天気の学習で使えるデジタルコンテンツ 
天気の学習では、雲の動きや天気の変化などを、デジタル教材を使って視覚的にとらえ
ることが効果的です。天気図や気象衛星画像、気象台の気象観測データなどをうまく組み
合わせて、新しい教材を作ってみませんか。 
 
○気象庁ホームページ 
（http://www.jma.go.jp/jma/index.html） 

 
 

天気だけでなく、地震や火山の情報も見ることができます。
衛星画像を使って、雲の動きをパラパラ漫画にしてみまし
ょう（富山県総合教育センター/デジタル理科室 参照）。 
 

○新潟地方気象台ホームページ 
（http://www.jma-net.go.jp/niigata/menu 

/metdata.shtml） 

 
気象庁のホームページからも行けます。 
（気象庁ホーム→地域別に見る→新潟県→気象統計情報） 
過去のデータを使うのに便利です。 
 

○国立情報学研究所「デジタル台風」 
（http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/） 

 
情報満載ですが、何よりも静止衛星画像（地球）が美しい
です。日時を設定して、見たい日の画像を取り出すことが
できます。 

○日本気象協会 tenki.jp 
（http://tenki.jp/） 

 
気象衛星の画像や天気図を1時間ごとにコマ送りにした動
画で見ることができます。 
 

その他、以下のものも参考になりますので、一度、開いてみてください。 
○「ライブカメラ 新潟県」で検索をかけると、各地域のライブカメラ映像を見ることができます。 
○富山県総合教育センター（デジタル理科室）／http://rika.el.tym.ed.jp/cms 

・気象衛星データの使い方（地学→観察実験用教材→気象データの使い方） 
○理科ねっとわーく 

・発展型気象教育教材 
・台風 気象のしくみとその観測 
・マルチビュー天気教材 

 
※このほかにも、教育センター（科学技術教育センター）の研修会等で製作した教材があ
ります。お気軽にお問い合わせください。 
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☆★☆ ２０１１年のチャレンジ ☆★☆ 

 1月 13日に「書初め」を行いました。止め・はね・はらいなどは、関係な

く自由に思ったままの言葉を筆を使って表現しました。中には、冬休みの宿

題の書初めを書いている通級生もいました。 

 ふれあいルームでは、「何でもよいからやってみる」を大切にしています。挫折体験・失敗体験で自

信をなくし、家に引きこもりかけていた通級生がふれあいルームに来ることができ、もう一度やってみ

ようと挑戦するハードルの高さは想像以上です。だか

らこそ、やれた時は「もしかしたら自分もできるかも

しれない…」と一歩を踏み出します。そして、次々と

挑戦し始めます。そこが子どものすばらしい姿だと思

っています。 

 2011年、通級生たちは、新たなる挑戦を展開してく

れることでしょう。その姿を想像しながら、ふれあい

ルームの2011年が始まりました。 

（文責 ふれあいルーム指導員 池田 恵里子） 

 
 

☆★☆ いろいろ体験グループ ☆★☆ 

今年度のいろいろ体験グループ（SST）も今月で終了となります。回を重ねるごとに、どの参加児も生

き生きとして、他児との交流を楽しむ姿が見受けられるようになりました。 

 同年代の子どもたちとの心地よい交流を体験することは、いろいろ体験グ

ループの大きな目的のひとつです。対人関係に苦手さを抱える子どもたちは、

日常の交流の中で失敗体験を重ねやすく、自信を失いやすく、同年代の子ど

もとかかわることを避けてしまったり（時には避けられたりして）交流の機

会が少なくなってしまいがちです。対人関係のスキルを学習する上では、「人

とかかわるって楽しい！」という気持ちを味わわせることが、何よりも大切

だと考えています。また、子ども同士の交流の中で、個々人の目標以上のスキルが発揮される、子ども

平成 22 年度 柏崎市立教育センター 教育相談班だより 

平成 23 年 2 月 24 日（木） 

〒945‐0833 柏崎市若葉町 2‐31 

TEL 0257(23)4591（代表） 

FAX 0257(23)4610 
心心のの窓窓    NNoo..113388  
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＜就学前のお子さんへの支援＞ 

保育園や幼稚園への入園当初の子どもの様子には、家庭での育ち方による違いが大きく見られると言わ

れます。この時期には、毎日の園生活で集団生活になじんでいく子どもの様子をていねいに見ていくこと

が大切です。 

子どもの発達には個人差がありますが、他児の様子や行動と比較して、違いや遅れに気付くことは大切

です。しかし、この違いや遅れが、障害のあることと同義ではありません。低年齢であればあるほど、環

境や状況等の影響を受けやすいので、気になる子どもの行動を理解するには、様々な角度（身辺自立、基

本的概念の獲得状況、言語発達、遊びの様子、運動発達、対人関係、こだわりやパニック等の行動特徴、

情緒・心理面等）から情報を収集することが必要です。 

支援にあたっては、例えば、気が散りやすい、目に入ったものにつられて動いてしまう、といった様子

が見られる子どもの場合、「動いてはいけません。」と声をかけるだけでなく、

教室の環境を整えること（音や目に見えるものを少なくする、落ち着いた静か

な雰囲気の集団を作っていく等）が大切です。「○○ちゃん、駄目でしょ！」

といつも先生から声をかけられ、叱られている子どもは、徐々に自信をなくし

ていくことになります。環境を整え、子どもが「ほめられる」場面を意識的に

作っていきたいですね。  

（参考：「特別支援教育 Q＆A」ジアース教育新社）                  （文責 長谷川 裕美）

同士の“化学反応”もグループ指導を行う中での支援者の楽しみのひとつです。 

 そして、子どもたちがいろいろ体験グループを楽しみにして参加す

る目的のひとつとして、「ポイントシール」があります。活動中によ

いかかわりや振舞いをした際にポイントシールがもらえ、集めたポイ

ントシールの数に応じて、最終回に景品をもらうことができます。子

どもたちの様子を見ていると、景品が目的というよりも、「ポイント

シールをたくさん集める！」ことが目的になっている様子がうかがえ

ます。このポイントシールには、適切な行動をした後に与えられるご

ほうび、という意図の他に、活動が終了したとき、「こんなにがんば

った！」と活動を振り返り、達成感や充実感を味わわせるという意図

もあります。様々な苦手さがあり、日常生活の中で達成感・充実感を

得ることが難しい子どもたちにとって、この目に見える「がんばった

証」が大きな自信につながればいいなぁと思っています。 

 「いろいろ体験グループ」についてのお問い合わせは、カウンセリ

ングルーム（直通 ３２－３３９７）までお願いします。 

（文責 カウンセリングルーム相談員 長谷川 大） 

 

 

≪ふれあいルーム≫ 

18日（金）保護者会 

23日（水）通級終了日 
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憧れの…  

 教育相談班 主査 長谷川 裕美  
私の母は左利きである。幼い頃に矯正されたという鉛筆と箸以外はほぼ全てにおいて

左手が登場する。母自身は何の便利さも不便さも感じておらず、それが当たり前という
感覚らしい。しかし、聞いてみると、右手に持った鉛筆で字を書きながら左手に持った
消しゴムで文字を消す、裁縫はまず右手で針を持って進み、その針を左手に持ち替えて
反対方向に進む、などなど、ちょっとしたところに便利さが隠れているようだ。左利き
は器用、と言われることが多いが、悔しいけれど、母は私よりもずっと手先が器用であ
る。編み物や製図等の細かな作業はとてもきれいで速い。 
私の友人の一人も左利きで、彼は私の母以上に左手中心の生活である。そして彼もま

た、とても器用な人である。繊細さと正確さが要求される鍼灸師の資格を持つ一方、も
のづくりが得意で、今は 1 枚の革からオーダーメイドの靴を作る仕事をしている。その
作業はとても緻密で精巧であり、仕上がりは、ため息が出るほど美しい。 
 2 人の共通した意見は、左利き＝器用というわけではなく、不自由なく両手を使えるか
ら器用そうに見えるのだ、ということ。右利き社会の中で、右手を使わなければならな
いことが多いから、ということらしい。私も彼らの器用さに憧れ、それに少しでも近づ
けるよう、意識して左手を使うようにしている。が、時間がかかって仕方ない。便利で
も何でもない。それでも、右脳が少しは活性化されて、いい効果があるかも、と自分に
言い聞かせながら、今日も左手を酷使している。 
 

世代        
教育研究班・科学技術教育 

          研究助手 今井 芳和      
 私はつまらない話、雑学にすらならないことを調べるのが楽しい性分であります。  
 最近よく聞くゆとり世代。某フリー百科事典サイトでは 1987 年以降生まれという記述
がありますが、私自身 1986年生まれなので自分自身はゆとり世代であると思っています。
ちなみにゆとり世代の前世代は氷河期世代（1970～1986 年生まれ）と記述されています。
 また別サイトで「嫌消費世代」という世代を見つけました。嫌消費とは「収入があっ
ても何らかの理由により消費しない」という意味があるそうです。バブル好景気に浮か
れて失敗をした親世代を見て育った子が、尚且つ就職難を折込済みで大人へと成長して
しまえば消費を抑えようと考えるのは至極当然という気がします。  
 調べるうちに世代名というのは良い意味はあまり含まず、悪い側面から名づける傾向
にあるように思えました。それは何故かと思案すると、世代の名付け親は常に上の世代
である、というような仮説という結論にたどり着きます。自らの失敗や挫折を見て育っ
た子どもたちに皮肉を込めた二つ目の名前を与えるというのは些か滑稽に思えてしまい
ます。前述した嫌消費世代もバブル崩壊による不景気を（知識の上だけでも）知ってい
るからこそ、また老後や近い将来への不安などを抱えた結果、消費を抑えるのでしょう。

所員随想 
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８月の
利用数

９月の
利用数

10月の
利用数

11月の
利用数

12月の
利用数

１月の
利用数

H22年度
利用合計数

16回 4回 5回 10回 5回 0回 55回

504人 135人 289人 448人 251人 0人 2064人

2回 1回 1回 2回 0回 0回 9回

51人 34人 197人 165人 0人 0人 562人

1回 3回 7回 4回 0回 0回 22回

1人 3人 7人 4人 0人 0人 35人

12回 2回 2回 3回 5回 4回 50回

124人 2人 2人 61人 64人 70人 527人

5回 13回 25回 11回 6回 8回 108回

24人 30人 73人 41人 91人 110人 619人

0回 0回 2回 1回 0回 0回 22回

0人 0人 3人 2人 0人 0人 137人

12人 9人 4人 15人 18人 5人 465人

3回 2回 2回 1回 1回 1回 17回

51人 50人 12人 5人 4人 8人 220人

1回 3回 1回 2回 0回 0回 12回

4人 66人 10人 38人 0人 0人 448人

0回 0回 0回 0回 0回 0回 3回

0人 0人 0人 0人 0人 0人 85人

804人 2,208人 0人 1,300人 0人 0人
8890人

82件

                        H22年度の教育センター参加・利用状況                      

　　　研 修 講 座 ・ 事 業 名

教
育
研
究
班

専門研修講座(情報・科学を除く)　*

共催研修、研修講座

情報教育主事の要請支援等

その他の相談・利用・参加数

調査研究員会,教科研修員会

教
育
研
究
班
・
科
学
技

理科研修講座　*

学校等の要請研修

地域の自然研修・観察会

教育情報化研修講座　*

科学教育振興事業(科学の祭典・科学教室等)

理科教育の相談・支援

教科書センター利用閲覧数

16件 3件 17件 6件 1件 11件 82件

3件 31件 26件 5件 3件 18件 113件

55人 85人 22人 9人 4人 8人 293人

新規相談件数 21件 20件 26件 26件 32件 17件 254件
のべ相談件数 52件 66件 68件 77件 98件 68件 641件

7回 7回 8回 10回 9回 7回 95回

3件 3件 2件 1件 2件 1件 21件

4回 1回 5回 4回 6回 4回 39回

22人 5人 26人 22人 37人 22人 213人

小学生 3人 3人 3人 3人 3人 3人 30人

中学生 8人 9人 9人 9人 10人 14人 88人

3日 20日 16日 20日 16日 15日 162日

小学生 6人 43人 27人 38人 21人 29人 323人

中学生 8人 70人 75人 100人 80人 72人 679人

8人 6人 7人 8人 8人 8人 71人

358人 270人 263人 344人 201人 217人 2929人

2,071 3,055 1,135 2,708 912 655 19,402

31回 8回 9回 14回 11回 5回 122回
679人 187人 303人 514人 319人 78人 2,811人

技
術
教
育

理科教材・物品の貸出

(教職員研修の合計)

理科教育の相談・支援

ソーシャルスキルトレーニング

ふれあいルーム在籍人数

電話相談

ふれあいルーム学校復帰人数(部分復帰を含む)

教
育
相
談
班

カウンセリングルーム来室相談

学校訪問相談

ふれあいルーム通級日数

ふれあいルーム通級のべ人数

教育センター事業の参加・利用総数

教育センターにおける教職員研修講座
（ * 印の合計 ）

教育団体，ＰＴＡ，市民等の利用
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#### 平成22年度　月間予定表 3月 柏崎市立教育センター

日 曜 研修・行事・会議 内部事務▼・出張等 関係事業・施設貸出等

1 火 ▼所内会議　13:00 学校事務研究部会（第一研）15:00

2 水

3 木
出・要保護児童対策地域協議会（元気館：小
林東）15:00

4 金

5 土 ▼嘱託員採用募集開始

6 日

7 月 ▼市立中学校卒業式

8 火

9 水 退職校長会(多目)13:00

10 木 柏刈学校事務研究会(多目)14:30

11 金 出・上越地区セン総会④（上越：酒井） 人事異動内示  育・昼間育成

12 土

13 日

14 月 相・相談班会議　13:00 ▼嘱託員採用応募期限
選挙管理委員会出向（長谷川裕）
～4/4

15 火 スクールオフィス出席簿講習会　15:00 翔洋中等卒業式（所長）9:00 学校事務研究部会(多目)10:00

16 水 情報セキュリティ委員会　15:30
育成センター運営委員会（多目）
15：00

17 木 ▼嘱託員採用面接（多目）9：30 育・昼間育成

18 金 ふ・保護者会 ▼臨時所内会議　13：00

19 土

20 日

21 月 春分の日

22 火 ふ・通級終了日
文教経済常任委員会　10：00（根
立・小林）

23 水

24 木 ▼市立小学校卒業式（根立・小林東・矢沢）

25 金 ▼紙資源物回収

26 土

27 日

28 月

29 火 育・昼間育成

30 水

31 木

研・教育研究班　　科・科学技術教育　　相・教育相談班　　ふ・ふれあいルーム　　情・情報教育研修

育・育成センター　　　　【　】は未確定の行事・時間
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柏 崎 市 立 教 育 セ ン タ ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
   
 

 

 

ＴＥＬ(代表) 0257-23-4591 

ＦＡＸ(代表) 0257-23-4610 

〒945-0833  新潟県柏崎市若葉町 2―31 

 

 

教育研究班・情報教育   ＴＥＬ・ＦＡＸ  23-1168 

教育研究班(科学技術教育)  ＴＥＬ２０-０２１２  ＦＡＸ 2０-０２０5 

教育相談班(カウンセリングルーム)  ＴＥＬ ３２-３３９７ 

  〃  (電話相談)        ＴＥＬ ３２-４１１５ 

E-mail   k-center@city.kashiwazaki.niigata.jp 
   

 ガリレオ・ガリレイはイタリアの天文学者

で近代科学の父と言われ、経験的・実証的方

法を用いる近代科学の端緒を開いた人です。

 新しい教育の創造を志向する私たちにも

ガリレオ・ガリレイのごときたゆまざる創造

と検証の精神が必要であるという趣旨から

情報紙の名称を「GALILEI」としています。

教育センターの情報とともに、柏崎の教育

を広く発信していきます。 

 

所報「GALILEI」  平成 2３年２月末日発行 

編集・表紙写真撮影 中山 博迪  

「ガリレイ」に関する意見・感想は、下記へ 

Ｅ-mail   nakayama@kenet.ed.jp  




